
活動団体名：（一社）サスティナビリティセンター
活動地域 ：南三陸町

活動におけるテーマ・キャッチコピー
森里海ひと いのちめぐるまち の事業を進め、
持続可能社会への学びを発信

環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料



地域循環共生圏を活用して目指す地域の姿
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山林
災害の増加

水産の危機

文化・コミュニ
ティー衰退

里山農業
（備蓄文化）

ラムサール基金

環境保全活動

災害レジリエンスの
向上

森里海ひと
いのちめぐるまち

南三陸FSCⓇ認証の山づくり

かもめの虹色会議

水産養殖業

次世代の能力開発

南三陸ビジョン2050（ver1.1）

水害防止

農業の危機

門前まち・ビオトー
プ・神宮の森プロジェ

クト

インバウンド客の増加

非常食の確保古米活用（備蓄甘酒）

神社

見えない資源

ラムサール藻場 保全・活用計画 海藻利用
（直接・間接）

湾内魚類相

①ビジョン②地域課題 ③地域資源 ④事業 ⑤成果

環境DNA技術
生態系予報

計画施業

生物多様性保全

農地維持

木質バイオマスエネ

海洋酸性化防止

プラスチック削減

海水温上昇防止

再生可能エネルギー

ハンター

（シカ・イノシ
シ）

林業の危機

処理施設（ペットフー
ド利用、他）

漏れバケツ

地消品の外依存

さんさん商店
街・祈念公園

コミュニティベースド
アクションの増加

地域の人材育成

未利用材

製函リバイバル

遊休農地

伝統・文化の復権

未利用貝殻
漆喰（貝焼＋海藻＋

麻）

ASC1年こ殻付かき 従事する誇り

働き方改革

震災特需の終演

環境

経済 社会

ひと
①

② ③

④⑤

⑥

⑦

ひと

森

里 海

塩害に強い椿

椿油

アロマ・山菜事業

山ガヤ

文化財の修復

下層植生

社会的弱者の仕事創出

文化の香る癒しの時
空間

地域企業の存続
外商力の低下

大径木

天然魚介類

陸上養殖

水産加工設業の存続

伝説・伝承・
パワースポット

ミステリーツアー
・語り部

面白がる人の増加

余白のない地域

里海・里山づくり

南三陸学

持続可能な社会への
行動者増加

エネルギー自給

学びの交流人口増加



地域のビジョンを実現するための成果指標
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短期目標 長期目標

環
境

経
済

社
会

森林管理ロードマップの作成 ロードマップ組み込み面積の増加（全町域）

志津川湾の魚類相把握
志津川湾の物理化学環境計測

志津川湾生態系予報モデルによる管理

事業具体化検討件数 事業生産額500,000千円/年
事業雇用者数50人

基金事業の設置 基金への寄付額10000千円/年
基金事業による人材育成件数1000人/年

里海シンポジウムの開催 教育旅行受け入れ数12000人/年

事業創出プラットフォーム 人口（転入-転出）±0

森里海ひと いのちめぐるまち 南三陸



１

事業の名称 地域マンダラブラッシュアップ

事業の概要

地域のビジョンをより具体化し、共通認識を得る事が地域づ
くりの根幹となるため、地域マンダラを活用してまずはビジョン
の具体化を図る。次に事業のタネをできるだけ多く生み出し、
地域の可能性を広げる。
事業主体：いのちめぐるまち推進協議会

想定される課題・ボトルネック

総論は良くても、各論において参加者の意見が別れ、
それぞれの目指すものが違ってしまったり、逆にまとめ
ようとするあまり、抽象的なレベルにとどまってしまう可
能性。

２

事業の名称 マンダラ事業化FS

事業の概要

事業のタネを芽吹かせ、魅力的な事業に育てていく上で必
要なフィージビリティスタディ（FS）を有力事業を選んで実
施する。
事業主体：サスティナビリティセンター

想定される課題・ボトルネック

事業の担い手となる事業者がうまくみつかるかどうか。

３

事業の名称 南三陸学を伝える里海カンファレンス

事業の概要

南三陸を学びのフィールドとして認知してもらうため、学び旅
の見本市として位置づけた里海カンファレンスを開催する。
事業主体：地域の実行委員会

想定される課題・ボトルネック

継続的な事業につなげるための入念な仕掛けをどこ
まで準備できるか。

コアとなる事業の概要3つ（事業のタネ）
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今年度の成果
（本事業に取り組んで良かったこと）

 地域マンダラは、あらためて地域の資源、ス
テークホルダーと事業の関係を整理する機
会となり、本事業の取り組み自体を見直す
キッカケともなった。

 普段からステークホルダーの巻き込みを意
識した行動をとるようになり、取り組んでい
る他の事業とのシナジーをより意識するよう
になった

地域の活動の上での課題

 当初はラムサール基金を立ち上げて、地域
で人材育成や自然資本の保全を行っていく
仕組みを考えていたが、町の基幹産業であ
る水産業が温暖化影響とみられる不漁で岐
路に立たされていることから、寄付の仕組み
で事業をつくるのは困難な状況である。

 今、地域に求められていることは、賑わい、
雇用、移住、定着等を決定づける要因となり、
いのちめぐるまちの理念を具体化させる事

業の創出であるとの認識に至った。
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今年度事業の成果と課題、今後の意気込み

今後の意気込み

 地域の持続可能性を高めるためには、環境・経済・社会にまたがる課題解決を達成する事業をひ
とつでも多くつくり、軌道にのせていくことが重要だと実感した

 地域マンダラに記載の事業の芽を出すことに注力したい。加えて、さらに必要な事業について、ス
テークホルダーを増やしながら検討を進めていきたい。
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